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１ はじめに 

詳細な透水層区分を行って調査された有機塩素

化合物汚染サイトである印西市浦部地区（図 1）に
おける第 3 透水層以深の観測井では，pH9 以上の
地下水が確認され，pH10以上の地下水も多く確認
されている。酒井ほか１）２）３）は，透水層別に設置

された観測井地下水についてイオン分析を行い，高

pH 地下水の発生原因が還元状態下での生物的作用
により，強酸イオンが減じて強塩基イオンの影響が

強くなったためと推測した。2007年10月3日，2008
年 10月 9日，2010年 10月 19日に行った観測井
地下水の水位，水質調査結果を用いて，高 pH地下
水についてさらに検討を加えたので報告する。 

 
図１ 観測井地下水調査位置（印西市浦部地区） 
 
２ 結果及び考察 

２・１ 地下水流動 

地下水流動状況については，第３透水層を除いて

概ね南から北方向に向かう流れがみられ，第３透水

層は，ばっ気処理のための揚水が NO－1，２及び
NO－４地点で行われているため，揚水井に向かう
流れがあった。また，第 2透水層については，概ね
南から北方向に向かう流れの中で，流動が緩慢な区

域がみられ，さらに，現場西端部は西から東への流

れも認められ，西側後背台地からの地下水流動によ

るものと考えられた（図 2）。 

図 2 第 2透水層地下水位等値線図例(2010年調査) 
                         （単位：m(T.P.)) 

２・２ pH 

第 1 及び第 2 透水層の地下水はほとんどが pH7
前後であったが，第 3透水層以深では pH9 以上の
高い pHの地下水が確認され，pH10以上の地下水
も多く確認された。最大値は，2007年調査では第 5
透水層で pH11.5，2010 年調査では第 5 透水層で
pH11.4を示した。 

図3  第5透水層地下水のpH値(2007年調査) 



 

2007年調査における，第 5 透水層地下水 pH の
等値線図，また，第 5透水層地下水の，陽イオン（Na+， 
K+， Mg2+， Ca2+）の合計当量と陰イオン（Cl－， 
NO3－， SO42－， HCO3－ CO32－）の合計当量との

比の等値線図を，図 3、4にそれぞれ示す。図 4の
陽イオンと陰イオンの当量比等値線と図 3の pH等
値線の形態は類似したものとなった。第 6透水層も
同様に類似した形態となった。 
  

 
また，2007年調査における，第 5，第 6透水層
の陽イオン（Na+， K+， Mg2+， Ca2+）の合計当

量と陰イオン(Cl－， NO3－，SO42－， HCO3－ CO32

－）の合計当量との比と pHとの関係を図 5，6にそ

れぞれ示す。当量比と pHは比例しており，pHが
高い地下水は陽イオン（強塩基イオン）の割合が多

い結果となった。 
 以上の結果は，高 pH 地下水の発生原因に関する
推測１）２）３）の傍証になるものと考えられる。 
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図4 第5透水層地下水の陽イオン/陰イオン当量
比等値線図（2007年調査） 

図 5  第 5 透水層地下水の陽イオン / 陰イオ
ン当量の比と pH（2007年調査） 

 

図 6  第 6 透水層地下水の陽イオン / 陰イオ
ン当量の比と pH（2007年調査） 

 


